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、
労
働
力
の
合
理
化
、
生
活
の
改
善

、
兼
業
機
会
の
確
立
等
を
、
系
統
組
[

・

織

の

強

化

育

成

に

よ

る

流

通

体

制

の

、

・
整
備
と
相
ま
つ
て
推
進
す
る
こ
と
と
＇

画の
本

決

る

し

て

お

る

。

．
総
事
業
費
一
億
八
千
四
百
万
円
、

調
寵
推
進
委
‘
一
戸
平
均
一
九
万
一
千
円
を
見
込
ん
"

｝
め
ら
れ
て
来
で
お
る
、
こ
の
中
で
は
般
逍
を
主
と
・

家
、
及
部
落
す
る
、
土
地
整
備
事
業
五
千
万
円
、

討
分
折
し
た
林
道
を
主
と
す
る
林
産
振
腿
九
千
万

一
結
果
、
去
る
四
月
二
十
四
日
の
振
興
円
、
畜
産
振
腿
の
二
千
ガ
円
が
主
た

―
協
謡
会
は
、
今
後
五
カ
年
間
の
振
興
る
も
の
と
な
っ
て
お
る
。
こ
の
達
成
{

一
目
標
、
基
本
構
想
、
そ
の
た
め
に
必
に
よ
っ
て
、
一
億
八
千
万
円
の
現
樅

-
．
要
な
諸
事
業
に
つ
い
て
決
定
し
た
が
林
幣
所
得
ば
二
憶
二
千
ガ
円
に
仲
長

一
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
、
更
に
状
勢
す
る
。
尚
本
事
業
推
進
の
た
め
、
地

i

の
変
化
、
事
業
の
進
度
、
効
果
等
を
域
協
闊
会
に
専
門
部
会
を
設
ち
し
、

一
考
慮
検
討
し
必
要
な
修
正
を
加
え
乍
能
率
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
委
員

一
ビ
初
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
名
及
部
門
左
の
通
り

一
を
決
定
し
た
。

0

農
地
部
会
（
土
地
そ
の
他
基
礎
条

一
そ
の
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
先
ず
件
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
）

一
、
一
戸
平
均
総
粗
得
額
現
在
二
六
万
‘
谷
木
義
光
大
谷
地
区
部
落
艮

―
二
千
円
を
一
-
]
一
万
八
千
円
ま
で
高
め
代
表
予
子
林
地
区
部
蕗
長
代
表

一
月
即
ち
農
林
業
粗
所
得
一
八
Jj
八

‘

和

気

利

政

西

山

光

晴

山

一

千

円

を

二

四

万

三

千

円

に

、

二

九

％

内

利

政

一
を
引
上
げ
る
農
外
収
人
は
現
在
を
維

0

畜
産
部
会
（
畜
産
振
興
に
関
す
る
．

ー
持
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
る
。
こ
と
）

一

農

業

所

得

の

増

大

に

つ

い

て

は

、

丸

川

福

太

郎

中

居

喜

代

光

宇

一
価
格
の
低
落
等
も
考
慮
し
乍
ら
、
土
和
川
地
区
部
落
長
代
表
岩
谷
地

―
地
改
良
、
技
術
改
良
に
よ
る
稲
作
の
区
部
落
長
代
表
兵
頭
賀
寿
満

和

気

鶴

吉

-

一
生
産
増
、
老
朽
園
の
改
良
、
地
目
転

一
か
ん
に
よ
る
新
植
、
管
理
、
販
売
技

0

林
産
部
会
（
林
業
振
興
に
関
す
る

術
の
改
良
整
備
に
よ
る
、
落
葉
果
樹
こ
と
）

の

伸

展

、

た

ば

こ

、

蚕

の

生

産

コ

ス

香

川

魯

久

次

郎

丸

山

音

澄

（

ト
引
下
げ
に
よ
る
実
所
得
の
拡
大
、
、
中
津
部
落
長
）
松
本
金
次
郎
山

林

産

物

（

し

い

た

け

、

木

炭

の

改

良

｀

中

寅

一

山

田

庄

太

郎

増
産
）
用
材
薪
炭
林
の
適
地
適
樹
植

0

特

産

部

会

（

果

樹

茶

養

蚕

栽
、
間
伐
造
林
を
主
と
す
る
集
約
化
た
ば
こ
等
に
関
す
る
こ
と
，
）

等

に

よ

る

拡

大

な

い

し

、

維

持

を

特

藤

高

敏

治

鹿

野

川

地

区

部

落

に

畜

産

の

振

興

を

営

農

振

興

の

中

核

‘

代

表

金

田

長

鶏

中

野

竃

と

し

て

期

待

し

、

和

牛

に

於

て

は

二

松

綾

井

章

江

山

内

篤

臣

0
%
}
乳
牛
六
八
％
の
伸
長
増
を
目
°
総
合
（
流
通
）
部
会
流
適
対
策

標
と
し
、
必
要
な
土
地
条
件
の
整
備
及
総
合
闘
整
に
関
す
る
こ
と
f

各

本
蓮
動
の
実
施
期
間
は
五
月
一
日

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
カ
月

間
で
、
全
国
一
斉
に
運
動
が
行
わ
れ
場
＂甘

て
お
り
ま
す
。
こ
の
期
間
内
に
社
員
太
1

の
募
集
を
行
っ
て
赤
十
字
社
業
に
協
・
塩
匹

力
し
て
い
た
ゞ
＜
訳
で
｀
社
業
の
趣
i
"

，
亨
心

旨
に
深
い
理
解
と
協
力
を
村
民
各
位
．
＃
几

が
寄
せ
ら
れ
、
年
々
社
員
増
加
と
社
杓
℃

費
の
目
標
額
達
成
が
得
ら
れ
る
こ
と
‘
ナ
4

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
運
動
に
.
耳
こ

っ
き
社
員
の
募
集
、
社
員
か
ら
の
社
｝
盗
砂

費
納
入
の
取
ま
と
め
方
を
各
部
落
畏
．
嗚
〔

さ
ん
に
御
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で

、
何
卒
本
年
も
期
間
内
に
目
標
額
万

ガ
ニ
千
円
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
村

民
皆
様
の
格
別
の
御
協
力
を
御
願
い

致
し
ま
す
。

Iー
,1‘ 

森
林
組
合
だ
よ
り

腸
パ
ラ
チ
フ
ス
予
防
注
射
実
施
忙
つ
い
て

部
委
員
民
及
説
会
賎
長
及
村
氏
及
漁
鎌
は
、
麦
刈
り
兼
用
の
も
の
を
斡
旋
し
て
い
ま
す
。
御
人
用
の
方
は
現
在
組
合

翌
組
代
表
紙
兌
及
部
落
長
の
交
替
↓
に
来
て
い
ま
す
の
で
取
り
に
来
て
下
さ
い
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
品

に
よ
り
多
少
の
異
動
が
あ
る
。
切
の
際
は
御
了
承
を
乞
ま
す
。
土
佐
「
岩
佐
の
か
ま
」
柄
つ
き
一
丁
八
十
円
で

-
す
゜

赤
十
字
運
動
に
つ
い
て

ブ

ラ

ジ

ル

移
住
は
じ
ま
る

： ／オ当り 肱川土場 5月5日市（中値）
長 さ；経寸す ぎひのき：ま つへ．．．．9ゞ
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ぃ詳使四閥住身十始組
゜細法年主后心オつ合か
はが間のは共また屈ね
経あの家夫にで°用て
済る契事は健の音若予
係°約の農全子格夫告
ヘ 終手場で供は婦中
照 了伝であの十のの
会 后い働るな八移コ
し 自をきこいオ住チ
て 立行‘と夫よ募ャ
下 すい妻‘婦り集産
さ る｀は移で三が業

'¥. 

．9 ,. 

二
請に木マノギ伐

先草し認をツキニ採六て伐
月刈て印伐十．二十許月 採
御り下を採六十一可ー 許
伝鎌さ持す年一年申 [l 可
えにい参るよ年よ諮よ 申
致つ゜し人りよりのり 請
しい ては三り四期末 の
まて 組‘十四十間日 月
し 合こ—＋ーでま間
た にの年六年すで に
草 て期生年‘°はつ

刈 申間の｀ヒス‘い ＝＝＝ 
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亙ーー 若
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婦
の



九
日

六
日
七
日

四
日
五
日 一日一日

家
畜
の
定
期
出
張

村

診
断
つ
い
て

0

四

月

一

五

日

農

業

委

員

会

開

催

[

一
六
日
教
育
委
員
会
、
茶
業
組
合
｛

役
員
会
を
開
く

1

五
月
一
日
か
ら
懸
案
だ
っ
た
畜
産
専
、

；
日
選
挙
管
理
委
員
会
｀
婦
人
、

-+ 
会

役

員

会

を

開

く

，

門

技

術

員

と

し

て

、

賀

久

博

行

獣

医

が

一
八
日
観
光
船
「
白
鳥
」
号
進
水
就
任
、
早
速
患
音
の
治
療
に
、
管
理
の

二
0
日

村

常

会

を

開

く

，

指

導

に

と

席

の

あ

た

た

ま

る

間

の

な

い
と
り
あ
え
．

｀
 

村

話

会

を

開

く

活

動

を

開

始

し

て

お

る

が

二
―
日
村
融
選
挙
告
示
、
立
候
補
ず
左
記
日
程
を
定
期
出
張
相
談
日
と
し

受
付
開
始
毛
利
代
艤
士
て
、
畜
産
経
営
、
管
理
、
家
畜
の
健
康

診
断
等
に
応
ず
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の

来
村

で
、
御
利
用
下
さ
い
。

ニ
ニ

H

村
厳
選
立
候
補
締
切
り
｀

（

届

出

ニ

―

名

)

[

日

時

場

所

~
（
毎
月
一
回
）
一

二
三
日
県
謡
会
議
員
選
挙
投
票

五

日

一

大

谷

m
業

所

一

i

二
四
日
新
農
謡
会
開
催

一

西

田

県

謡

来

村

七

日

-

赤

'

岩

事

業

所

．

三

七

日

婦

人

会

、

青

年

団

役

員

会

｝

九

日

一

予

子

林

”

一

を

開

く

―

二

B
i
中

屁

谷

公

会

堂

―

[
j

岩

谷

農

協

i
▼
 

三

八

日

選

挙

管

理

委

員

会

を

聞

<

-

五

旦

小

数

倉

庫

i

河

内

県

誤

来

村

{

-

七

こ

0
日

付

誠

会

議

員

選

挙

投

票

注

意

―ニ

他
地
区
へ
の
指
導
及
診
療
等
の
関
）

／
 

0

五

月

係
が
あ
る
の
で
、
各
場
所
と
も
、
午
―

日
白
鳥
号
検
査
の
た
め
海
運
・

一

局

松

山

支

局

員

来

村

前

九

時

ー

十

時

迄

に

相

談

者

の

な

い

時
は
帰
庁
す
る
か
、
巡
廻
指
導
の
た

鹿
野
川
地
区
敬
老
会

憲
法
記
念
日
老
人
会
総
i

め

離

れ

ま

す

。

一

会

3

牛
を
ひ
き
出
す
こ
と
が
出
来
な
い

場
合
は
、
本
人
が
出
て
、
相
談
の
上

小
中
学
校
教
職
員
研
修
会
｛

手
供
の
日
選
挙
管
理
委
、
そ
こ
で
の
相
談
指
導
終
了
後
、
自
―

員

会

．

宅

へ

出

向

き

ま

す

。3

部
落
等
で
の
会
合
、
研
究
会
、
そ
＿

臨
時
村
議
会

一

の
他
必
要
で
あ
れ
ば
、
昼
夜
に
拘
ら

一

参
院
選
挙
告
示
慰
霊
塔

ず
出
向
き
ま
す
か
ら
、
経
済
係
へ
連
一

除
幕
式
慰
霊
祭
執
行

•
4

、。
9
>
 

絡
下
さ

岡
山
農
地
事
務
局
須
藤
技

官
、
県
耕
地
諜
越
智
係
長
↑

、
八
幡
浜
耕
地
事
務
所
長

開
拓
事
業
視
察
の
た
め
来

っi

。
。 。
。。
。（） (I 

゜゚ 。
飾
物
、

が
ん
具
等

か
ば
ん
等

免税点の新設や引上げ

物品税と人場税の改正点

大洲税務署

／は改な目すて →‘しる接ツ、金のは"

o 次正ど的る‘零物まかひも今で知入品
シ 課のにがでと改細 し‘び安年すら場物 I
ヤ車飾税とな行‘と正な よ以くくか°な税を
I ‘物がおつゎ課も前業品う下こなら七いと買
プ歩‘廃りたれ税にの者 °それりは百うこ九
ペ行が止で品たの‘税が のらまこ億ちれば
ン補んにす物も変負負生税 あのすう円にら物
シ助具な°のの更担担産 L... ら税゜しの納は品
ル器類る うでやののす ま金毎た減めい税
‘等の主 ちす税軽不る しが日税税らず‘
ペ うな ‘°・率減均品 をどの金がれれ映
9 ち物 主 のを衡物 おん家＾実ても画
パ ‘品 な 引はをに 知な計間施い皆を
1 三名 も 下か是つ らにに接さるさ見
ナ 輪 の げる正い せ変直税れ税んれ
・~・・‘‘̀9~-̀‘̀-......・ヘヽ‘‘̀.．．．．ヽ・っヽ •... -—`••~ -‘̀‘..．．．、..．̀．．．． 、`‘・ • r.‘‘‘.．．.． ． ． ． ．． ` ` ・ • •ー・｀｀｀しヽ・ムヽゞ‘` ‘ ..ヽヽ•.．...．.、.、 、、.. ...、.．．．‘‘..．’̀‘‘̀‘ •ふ•ヽ・贔｀・ー ・`‘`、．．． ‘‘‘̀‘̀`̀` ・ •`｀●亀、

文
具
類
の
う
ち
、
万
年
筆
、

イ
フ
等

家
具
の
う
ち
、
下
駄
箱
、
針
箱
、
盆
類
等

運
動
用
具
の
う
ち
、
野
球
、
庭
球
、
卓
球
、
陸
上
競
技
用
具
等

金

庫

の

う

ち

、

手

提

金

庫

．

0

ラ

ム

ネ

課
税
の
最
低
限
の
新
設
な
い
し
引
上
げ
が
行
わ
れ
る
主
要
物
品
名
（

カ
ッ
コ
内
が
改
正
前
の
も
の
）

喬

第

一

種

（

省

略

）

⑮

第

二

種

0

楽
器
、
琴
、
三
味
線

そ

の

他

室
内
装
飾
品

囲
碁
用
具
等
、
碁
盤

将

棋

盤

茶
道
用
具
等

つ
り
道
具

照
明
器
具

八

0
0
0
円

〈

種

別

な

く

）

三
・
五

0
0
円

二

こ

一

い

0
円

小
売
二
。
五

0
0
円

(
-
.
0
0
0
円）

”

三

。

0
0
0
円

（

）

二
．

0
0
0
円

（

）

ニ
・
五

0
0
円

(
-
R
0
0
0
円）

-
•
五
0
0
円
（
八

0
0
円
）

一
。
五

0
0
円
（
ス
タ
ン
ド
一
。

O

0
0
円）

五

・
0
0
0
円
（
大
型
か
ば
ん
四
。

0
0
0
円

）

-

-。

1
0
0
円
（
が
ん
具
八

0
0
円

）
 

If If 

「 l
i

入

場

税

」

映
画
館
な
ど
に
対
す
る
人
場
税
の
基
本
税
率
を
引
下
げ
る
と
と
も
に
、
臨

鬱

，

．

。

〇

魯

時
興
行
に
新
た
に
免
税
点
を
設
け
る
等
八
月
か
ら
改
正
が
行
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
改
正
を
機
会
に
新
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
入
場
券
が
お
目
見
得

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
の
納
め
た
入
場
税
が
正
し
く
国
の
収
人
に

な
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
入
場
券
の
半
券
は
キ
チ
ン
キ
チ
ン
と
受

取
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

／

基

本

税

率

の

引

下

げ

映
画
館
ま
た
は
競
篤
場
、
競
輪
場
な
ど
に
対
す
る
韮
本
税
率
が
入
場
料

金
七

0
円
ま
で
は
一
割
、
七

0
円
超
一

0
0
円
ま
で
は
二
割
、
一

0
0
円

超
は
三
割
と
な
る
。
（
旧
税
率
は
、
五

0
円
ま
で
一
割
、
五

0
円
超
八

0

円
ま
で
は
二
割
、
八

0
円
超
一
三

0
円
ま
で
三
割
、
一
三

0
円
超
一
丘

0

円
ま
で
四
割
●
一
五

0
円
超
五
割
）

ま
た
、
演
芸
、
音
楽
、
見
せ
物
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
を
専
ら
催
す
場

所
に
つ
い
て
は
演
劇
と
同
様
の
入
場
税
率
（
三

0
0
円
ま
で
二
割
、
三
〇

0
円
超
三
割
）
が
適
用
さ
れ
る
。
（
旧
税
率
は
映
両
と
同
じ
）

2

免
税
点
の
新
設

小
屋
掛
け
な
ど
、
臨
時
興
行
料
金
が
一
人
一
回
す
べ
て
二

0
円
以
下
の

と
き
は
人
場
税
が
か
ヽ
ら
な
い
。

x

x

x

x

x

x

 

映
画
館
に
御
人
場
の
際
入
場
券
の
半
片
を
必
ら
ず
受
取
り
ま
し
よ
う
。

半
片
は
人
場
税
を
納
め
た
証
拠
、
ぷ
半
片
を
渡
さ
ぬ
場
合
は
タ
ラ
イ
廻
し
の

方
法
で
人
場
券
が
再
使
用
さ
れ
、
大
切
な
入
場
税
が
脱
税
さ
れ
る
お
そ
れ
が

多
分
に
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
半
片
を
請
求
す
る
権
利
が
あ
り
、
興
行
業
者
は
交
付
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
：
〗
〗

ロ＼し

〇 〇 〇 〇 〇

。。
＿フ

ジ

オ

時

計
電

球

類

漆
器
、
磁
甜

文

具

類

化
粧
用
具

家

具

x
x
x
 

x
x
x
 

そ六
五

0
円
（
陶
器
、
茶
わ
ん
五
五

0
円）

宜
五

0
円
（
ア
ル
バ
ム
三
五

0
円）

八

0
0
円
（
コ
ン
パ
ク
ト
五
五

0
円）

二
三

・
0
0
0
円
（
大
型
タ
ン
ス
l

八
゜

0
0
0

円
）

ニ
。
五
七

0
円
（
腕
時
計
二
。
三

0
0
円）

三
〇
ワ
ッ
ト
以
上
非
課
税
（
螢
光
灯
二
〇
ワ
ッ
ト

以
下
非
課
税
）

奪

四
。
五

0
0
円
（
四
：

0
0
0
円）


